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災害のない街めざし音楽会
東京消防庁音楽隊が演奏
災害のない安心・安全な街をめ
ざそうと駅前音楽会（東京たまが
わロータリークラブ主催）が5月

ージで催された。
阪神・淡路大震災をきっかけに
音楽を通して防災意識を高めよう
と開催している。日本初の音楽隊
として発足し今年7月に創立77
年を迎える東京消防庁音楽隊が
「コバルトの空」「笑ったり転んだ

ド「、マーテの」ンナコ偵探名「、」り
ライフラワー」に加えフランク・
シナトラ・コレクションなどを約
30分に渡って演奏した。
また、東京消防少年団歌「素晴
らしい仲間たち」に合わせて狛江
消防少年団の団員が消火器の取扱
を披露したり、胸骨圧迫のテンポ
に適した速さの曲をメドレーで紹
介するなど、消防や救急にちなん
だプログラムもあり、通りがかり
の人も足を止めて聴き入っていた。

狛江の空襲を紙芝居に
平和願いほこみちで上演

狛江第一小学校の前身で狛江駅

前にあった狛江国民学校
の空襲をテーマにした紙
芝居「戦争と狛江の子ど
も達」の上演などを通し
て平和の大切さを訴える
イベント「むかし　狛江

こみちステージで開かれた。
紙芝居継承グループ＆こまえ平
和フェスタ実行委員会が９月６日

え平和フェスタ2026」のプレ企
画として催した。
紙芝居は、狛
江市発行の『語
りつぐ戦争体
験』を元に、昭
和20年５月25
日に米軍の空襲
で国民学校が全
焼した話を、６
人の体験者も参加してストーリー
を考え、画家の金子嘉一さんが絵
を描き平成11年に作られた。同会
では今年４月にこの紙芝居を上演
するワークショップを開催し30人
余りが参加した。この日のイベン
トには、ワークショップに参加し
た小学生など４人が演じ、訪れた
人たちは熱心に鑑賞していた。
また、市内在住のシンガーソン
グライター大熊啓さんのリード
で、大熊さんが作った「見上げた
空から」に加え「翼をください」、
「ドレミの歌」、狛江市の歌「水と
緑のまち」などを歌った。

世代越えてフェス楽しむ
不用品交換やゲームに人気
駒井町の「ふらっとなんぶ」で

催され、幼児から高齢者まで123
人がバルーンアートやボードゲー
ムなどを楽しんだ。
この催しは春と秋に開いてい
る。子ども用品をリサイクルす
る「くるくる交換会」には、利用
者などから寄せられた数百点の衣
類やおもちゃが次々と引き取られ

た。狛江の歴史や
文化、自然などを
題材とした狛江郷
土カルタやボード
ゲームには小学生
から80代の人が参
加、世代を越えて
和やかに対戦した。

また、特別企画として狛江市や
世田谷区などで活動している「剣
舞道」の団体が南部地域センター
で殺陣ワークショップを開催、子
どもと大人20人が参加。団員のメ
ンバーらと新聞紙で作った刀でチ
ャンバラごっこを楽しんだ。外国人の日本語学習支える

NPO法人「にほんごしえん」
「NPO法人こまえにほんごしえ
ん・日本語スクール」（檜垣寿子代
表）が、日本で暮らす外国人への
日本語学習支援活動を行っている。
同会は狛江市市民活動支援セン
ターの日本語支援相談をきっかけ
に令和3年に結成された市民団体
「にほんごしえん」を母体に、６年
にNPO法人として活動。現在は市
民提案型市民協働事業として、第
1～3土曜日午後2～4時に西河原
公民館で行っている交流勉強会「に
ほんごサロン」と、狛江第一小学校、
狛江第三小学校、狛江第二中学校
で週1回、市内の児童を対象にし
た「放課後支援」を開いている。
「にほんごサロン」には小学生
親子や中高生、社会人など様々な
立場の外国人が参加。参加者の理

解度に応じ、同法人のボランティ
ア講師と対面やオンラインで用語
の使い分けやPCクイズ、小学校の
国語の教科書を使った学習を行う
ほか、生活の困り事や子どもの進
学などの相談にも乗っている。い
ずれも参加無料。
このほかに日本語や多文化共生
に対する市民への理解を深めるた
め、年数回公開講座や文化交流イ
ベントなどを催している。問い合
わせはメール nihon5shien@
gmail.com檜垣さん。

富士山噴火に備えよう
防災カレッジを開催

富士山の噴火をテーマにした防

センターで開かれた。
山梨県富士山科学研究所富士山
火山防災研究センターの研究管理
幹の石峯康浩さんが富士山噴火に
よる市民生活や健康、交通などへ
の影響について講演した。
それによると、富士山は300年
以上噴火しておらず警戒する必要
がある。噴火すると火山灰などに
よって交通マヒなど首都圏に大き
な被害を長期間に渡ってもたらす
ため、早めの避難、水・食料の多
めの備蓄などの対策を心がけるこ
とが重要と訴えた。
参加者は真剣な表情で聴き入
り、家族で話し合うなど対策の必
要性を再認識していた。

にほんごサロン

狛江の戦争伝える紙芝居

殺陣を楽しむ子たち

演奏する東京消防庁音楽隊鹿児島県を中心に季節の
食材を使った多彩な創作料
理と選りすぐりの焼酎が味
わえる居酒屋。
数十種あるメニューは、
鹿児島県などの産地から取
り寄せた食材と川崎市中央
卸売市場北部市場で仕入れ
た旬の食材に合わせて変えてお
り、黒板の本日のおすすめには刺
身、限定品などのメニューが15
点以上書かれている。人気は、わ

さびと藻塩で
味わうＡ５ラ
ンクの鹿児島
県産黒毛和牛
のサーロイン
ステーキをは
じめ、揚げた
てを味わうさ
つま揚げ、ハ

チミツをつけて食べるさつま芋の
フライドポテト、チーズオムレツ
など。新鮮な刺身盛り合わせも好
評で、季節の具材を使った和洋の
釜飯もある。
狛江育ちのオーナーシェフ杉本
太一さん（52）は様々な飲食店
で働いて洋食、和食の経験を積む
一方、全国各地の食や酒を訪ねて
回った。和と洋を組み合わせた創
作料理には、その経験が生きてい

る。焼酎アドバイザーの資格を持
つ杉本さんが選んだ70種以上の
焼酎をはじめ日本酒やワインを揃
えている。テーブルとカウンター
合わせて24席の店内は週末など
グループや家族連れなどで満席に
なることも多い。
杉本さんは「今年で開店20周年
を迎えられました。狛江の初夏の
特産品、枝豆など食べ物から季節
を感じていただ
けるよう心がけ
ています」と話
している。 り
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太乃志創作料理・居酒屋

杉本さん

鹿児島の味中心にアイデアあふれる創作料理
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MENU（税込）

せ￥3,800 ～③さつま揚げ￥880
④黒毛和牛のサーロインステーキ
￥2,480⑤さつま芋のフライドポテト
￥880、スパイシースペアリブのロ
ースト￥1,280、チーズオムレツ￥880、
ジューシー唐揚げ￥880、豚角煮

黒マー油鶏白湯麺￥980

①
②


